
(ノート部記載なし)

1



2

(ノート部記載なし)



3



4



GLP2017計画の期間（FY2015～FY2017）は、T&M事業がスマートフォン製造市場の飽
和並びにLTE基地局網投資とLTE開発投資の収斂を背景としたモバイル計測市場の
急激な下降トレンドへの対策として経営構造改革を徹底して参りました。
一方でPQA事業は拡大する品質保証ニーズをタイムリーにとらえて急成長を実現しま
した。
しかしながら全体としてはT&M事業の落ち込みが大きく、GLP2017目標の未達となりま
した。

２０２０年度を最終年度とする３ヶ年計画ＧＬＰ２020は、GLP2017期間の結果をもとに、
あらためて、下記の基本方針に取り組みます。
（１） 『利益ある持続的成長』路線を徹底する。
（２） ２０２０VISIONの実現に全力で取り組む。

5



中期経営計画などの立案にあたってガイダンスとなるものが、「中長期の事業戦略の
基本方針」です。
本基本方針に照らしてGLP2020計画をレビューしますと、T&M事業は「営業利益率
≧20％」、PQA事業は「売上成長率≧７％」、全体としては「ROE≧15％」の各目標に対
して課題を残した水準になっておりますが、次の中計GLP2023で実現できるように、
GLP2020期間内での基盤づくりに鋭意、取り組んでまいります。
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２０２０年度のグループ目標として連結売上高1,000億円超え、当期利益１００億円超え、
連結営業利益率14％、ROE１２％の目標達成に取り組みます。



2020年度においては、T&M事業の営業利益率目標は14％です。
PQA事業の営業利益率目標12％と合わせて、2011年度から2013年度に記録した過去
最高の利益水準までの回復に取り組んで参ります。

8



9

ROEの中長期目標は15％以上ですが、まずはGLP2020目標として、12％を目
指します。
ROE改善ドライバーとしては、本業における利益率向上に注力するとともに株
主資本比率60％台を維持しつつ、総資産回転率の向上並びに資本コストを意
識した財務施策にも取り組み、ROEの改善を図ってまいります。
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2015年～2017年は、モバイル計測ビジネスにおいて、スマートフォン市場の構造変
化を背景として、事業環境は大きく変化しました。
中国市場のLTE高速化の投資抑制や、北米のLTE基地局投資の一巡などにより、
モバイル計測市場の規模は、2012年をピークとすると、40％まで落ち込みました。

一方で、５G NSAの標準化が2018年3月に完了し、国内外の主要オペレータの５G
商用化に向けた動きが具体化してきました。
このようにモバイル計測市場が、大きく縮小するなか、当社は経営構造改革
”REBORN-M” を徹底して、利益確保に努めてまいりました。

同時に、次の成長ドライバーである５Gビジネスの投資を積極的に行い、2018年2
月に５Gの新製品をリリース致しました。
また、フェージング技術を保有するAzimuth Systems社を2016年9月に買収し、５G
のコンフォーマンステストシステムの準備も整えました。
経営構造改革で、欧米のサポート体制をスリム化しましたが、2018年3月に新設し
たフィリピンの開発センターで、コストパフォーマンスの高い５Gのサポートサービス
を提供するための準備を整えました。
IoT関連ビジネスは、産業界で利活用に不透明感があり、IoTの導入や投資が、活
発になっておりません。
当社は、IoTビジネスに注力する事業部を設立し、IoT市場の立上りを確実に捕らえ
る準備を整えました。
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総合的なIoT基盤としての５Gネットワークの発展に貢献し、進化するネットワークおよ
びデバイスの開発、製造さらには建設/保守でビジネスを拡大し、「５G/IoT社会を支え
るリーディングカンパニーとなる」ことを目指します。
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モバイル計測市場のうち、セルラーテスト市場は５Gの初期開発投資と共に拡大し
ていくことが予測されます。
またそのピークは５年先あたりと見ており、４G開発投資のピークと比較して約７
０％程度に留まると予想しております。

一方、モバイルブロードバンドの拡大とともに、IoT/Automotive や5G利活用の普
及によって、新たな 需要が拡大していくことが期待されます。



T&M事業のGLP2020売上高・営業利益計画です。
FY2020に３つの成長ドライバーである５G、IoT/Automotive、IP Data traffic/Cloud 
Servicesの売上割合を概ね５割まで拡大し、売上高７００億円、営業利益率１４％の達
成を目指します。
次期中期経営計画GLP2023で、次代の成長事業を立上げます。３つの成長ドライバー
に次代の成長事業を加えた４つのビジネスで、売上割合を概ね６割まで拡大し、中長
期目標である営業利益率２０％を達成する予定です。
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５Gサービスの最新のロードマップを紹介します。
３GPPでは、2018年3月に５G NSA－NRの標準化が完了し、引き続き、2018年9月に５
G SA－NRの標準化が完了する予定です。
５Gの標準化完了に伴い、各国キャリアの５G商用化開始時期が、前倒しの傾向となっ
てきました。
各国が想定している５Gの方式、使用周波数帯は下表のとおりです。

米国では2018年後半に５Gのサービスが開始される予定です。
その後、2019年には韓国、2020年には日本および中国で５Gのサービスが開始される
予定です。
当社は、５Gチップセット開発に必要な測定器およびその後のコンフォーマンステストシス

テムを市場に提供していきます。
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方式 Sub6GHｚ ミリ波

NSA 日本、韓国
米国、日本、
韓国

SA 中国
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ＧＬＰ2017期間中におけるＰＱＡ事業は、食品・医薬品メーカーの品質保証への関心
は高く、国内・海外市場ともに安定的な成長が持続しました。国内市場においてはより
厳格な品質保証や人手不足に伴う効率化、合理化投資が継続し、海外市場ではトップ
アカウント企業の合理化、効率化投資に加え、品質保証への積極的投資がグローバ
ルに広がっています。

このような事業環境のもと、当社は、新型X線検査機の投入や、成長の見込める海
外市場での事業拡大に向けて現地生産体制や販売サポート体制を強化するなど、積
極的な展開を進めました。その結果、ＰＱＡ事業の売上高は2014年度の162億円から
2017年度には225億円と約1.4倍に増加し、営業利益は2014年度の5億円から2017年
度には20億円と約4倍増加しました。
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PQA事業の基本戦略を紹介します。

① 新たなセンサーの開発やAIをはじめとする画像認識・信号解析技術を追求して、お
客様価値を高めるNo.1性能のソリューションを継続提供。

② 世界各地域の顧客ニーズにマッチしたマーケティング、販売、エンジニアリング、製
造、保守サービスなどのビジネスプロセスに変革する。

③ オリジナルでハイレベルな高付加価値商品の市場への積極的投入とともに、
欧州大陸市場と、薬品品質検査市場でマーケットシェアを向上させて、市場ミックスを改
善していく。
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PQA市場は、国内約2万、世界推定十数万の顧客事業所からなる分散した市場で、グ

ローバル市場全体の８割以上が海外です。

日本やEMEAは、品質保証の厳格化、大手企業への集約が進む成熟市場です。
北米は、成熟期の巨大市場でありながら、X線においては需要拡大が見込まれる成長
市場です。
アジアは、ハイペースで成長を続ける将来の有望市場です。

畜肉や鮮魚などの一次産品から、菓子、冷食、弁当まで多種多様な検査対象や現場
環境に応じた品揃えとエンジニアリング改造が必須の要件です。
加えて保守サービスの提供力が、機器選択の重要な要素になっています。
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PQA事業のGLP2020売上高・営業利益計画です。

GLP2020において、真のグローバル企業になるためのグローバルな事業体制を整備し

、生産性向上への投資強化と業務プロセスの整備を進めます。また、2021年度以降の
成長再加速に向けて欧州市場と医薬品市場へ本格参入します。長期目標として、海外
売上高比率を５５％まで引き上げることを目標に、海外の経営資源の拡充策に努めま
す。
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